




○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．継続企業の前提に関する重要事象等 ………………………………………………………………………………… 2

３．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… 3

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 3

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………… 7

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 8

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 8

 

- 1 -

イーター電機工業㈱（6891）27年３月期第２四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間（平成26年4月１日～平成26年9月30日）におけるわが国経済は、一部には４月の消費

税増税による駆け込み需要の反動は見られるものの、企業収益や雇用環境の改善などにより緩やかな回復基調が続

いております。しかしながら、円安による原材料や原油価格の上昇、新興国の経済成長鈍化など、景気の先行きは

依然として不透明な状況が続いております。

 この様な状況の下、当社グループにおきましては、前期から引き続き、受注高が増加傾向で推移している中、生

産子会社において増産計画が未実現のまま推移した事により、同社の収益が悪化いたしました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間における連結業績につきましては、売上高1,559百万円（前年同四半期比

1.2％減）、経常損失２百万円（前年同四半期は経常利益13百万円）、四半期純損失14百万円（前年同四半期は四

半期純損失７百万円）となりました。

 

 セグメントの業績につきましては、「電源機器関連事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、4,303百万円となり、前連結会計年度末比20百万円の増加とな

りました。これは主に投資有価証券が21百万円増加したことによるものであります。

（負債）

 当第２四半期連結会計期間末における負債合計は4,144百万円となり、前連結会計年度末比16百万円の減少とな

りました。これは主に前受金が79百万円増加した一方、借入金が97百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は158百万円となり、前連結会計年度末比36百万円の増加とな

りました。これは主に増資により資本金及び資本剰余金がそれぞれ24百万円増加したことによるものであります。

 この結果、自己資本比率は3.1％となり、前連結会計年度末から0.8ポイント増加しました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年３月期の業績予想につきましては、平成26年５月15日に公表した業績予想に変更はございません。

 

２．継続企業の前提に関する重要事象等

 当社グループは、前連結会計年度におきまして、22,142千円の営業損失でありましたが、営業キャッシュ・フロー

は107,061千円のプラスであります。 

 当第２四半期連結累計期間におきましては6,202千円の営業利益を確保しましたが、これまで資金調達のほとんど

を金融機関各社に依存してきたことにより、当第２四半期連結会計期間末において有利子負債が2,225,391千円とな

っております。 

 当社グループにおきましては、前期から引き続き、受注高が増加傾向で推移している中、生産子会社において増産

計画が未実現のまま推移した事により、同社の収益が悪化いたしました。今後におきましては、生産体制の整備をさ

らに推し進め、計画に沿った売上を実現し、利益改善に向けて継続して努力してまいります。 

 しかしながら、景気の不透明感が長引いている状況下において、受注動向の先行きは、必ずしも安定的に推移する

見通し感が得られず、今後計画通りの売上を実現していく上において厳しい局面も予想されます。 

 その結果、返済原資の確保が困難となる事実の発生、および新規資金の調達について困難な局面も予想され、今後

の資金繰りへ直接影響を及ぼすことが懸念される状況は続いております。

 これらの状況により継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

 今後は、なお一層のコスト圧縮に努めるとともに、計画通りの売上高の実現を持って収益構造の改善を図ってまい

ります。

 また、財務基盤の強化を図るため、収益の確保はもちろんのこと、取引金融機関に対しなお一層の協力・支援を要

請しております。

 しかし、これらの施策による効果の発現については、関係先との明確な合意を要する事案もあり、すべてを確定す

るに充分な状況には至っておらず、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 50,210 56,463 

受取手形及び売掛金 73,272 77,472 

商品及び製品 611,178 728,591 

仕掛品 415,581 378,318 

原材料及び貯蔵品 918,153 866,593 

その他 293,865 259,886 

貸倒引当金 △6,431 △6,412 

流動資産合計 2,355,829 2,360,912 

固定資産    

有形固定資産    

土地 953,601 953,082 

その他（純額） 143,028 142,980 

有形固定資産合計 1,096,630 1,096,062 

無形固定資産    

のれん 24,585 23,707 

その他 24,714 20,372 

無形固定資産合計 49,300 44,079 

投資その他の資産    

投資有価証券 719,302 740,667 

その他 102,736 104,011 

貸倒引当金 △40,938 △42,469 

投資その他の資産合計 781,101 802,209 

固定資産合計 1,927,031 1,942,351 

資産合計 4,282,861 4,303,263 

 

- 3 -

イーター電機工業㈱（6891）27年３月期第２四半期決算短信



 

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 792,539 798,076 

短期借入金 1,483,616 1,404,712 

1年内返済予定の長期借入金 628,389 611,535 

未払法人税等 13,441 12,498 

前受金 872,687 951,812 

その他 223,560 226,426 

流動負債合計 4,014,235 4,005,061 

固定負債    

長期借入金 39,253 37,237 

役員退職慰労引当金 1,988 1,988 

退職給付に係る負債 102,459 98,215 

その他 2,884 1,978 

固定負債合計 146,585 139,420 

負債合計 4,160,821 4,144,481 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,569,111 1,594,109 

資本剰余金 761,121 786,119 

利益剰余金 △2,269,478 △2,284,221 

自己株式 △1,949 △1,986 

株主資本合計 58,805 94,020 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,258 5,149 

為替換算調整勘定 36,809 35,136 

その他の包括利益累計額合計 40,067 40,286 

少数株主持分 23,166 24,475 

純資産合計 122,040 158,782 

負債純資産合計 4,282,861 4,303,263 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 1,578,809 1,559,933 

売上原価 1,248,926 1,244,053 

売上総利益 329,883 315,880 

販売費及び一般管理費    

販売費及び一般管理費合計 323,818 309,677 

営業利益 6,064 6,202 

営業外収益    

受取利息 696 731 

受取配当金 135 176 

持分法による投資利益 15,215 21,017 

為替差益 10,115 7,981 

業務受託料 8,701 9,247 

貸倒引当金戻入額 630 － 

その他 19,992 3,186 

営業外収益合計 55,486 42,341 

営業外費用    

支払利息 34,587 32,173 

貸倒引当金繰入額 － 1,530 

その他 13,693 17,155 

営業外費用合計 48,280 50,859 

経常利益又は経常損失（△） 13,270 △2,315 

特別損失    

固定資産除却損 － 516 

特別損失合計 － 516 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
13,270 △2,832 

法人税、住民税及び事業税 8,899 3,132 

法人税等調整額 9,400 6,583 

法人税等合計 18,299 9,716 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △5,029 △12,548 

少数株主利益 2,002 2,194 

四半期純損失（△） △7,032 △14,743 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △5,029 △12,548 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △88 1,859 

為替換算調整勘定 15,855 11,783 

持分法適用会社に対する持分相当額 295 31 

その他の包括利益合計 16,062 13,675 

四半期包括利益 11,032 1,126 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 6,584 △566 

少数株主に係る四半期包括利益 4,448 1,692 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
13,270 △2,832 

減価償却費 14,282 12,198 

のれん償却額 877 877 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △11,533 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △4,243 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △863 1,758 

受取利息及び受取配当金 △831 △908 

支払利息 34,587 32,173 

為替差損益（△は益） △4,530 △8,244 

持分法による投資損益（△は益） △15,215 △21,017 

有形固定資産除却損 － 516 

前受金の増減額（△は減少） 43,299 79,125 

未収入金の増減額（△は増加） 8,540 4,990 

売上債権の増減額（△は増加） 120,311 △10,219 

たな卸資産の増減額（△は増加） △94,186 △33,527 

仕入債務の増減額（△は減少） △94,434 23,497 

その他 96,983 27,195 

小計 110,556 101,340 

利息及び配当金の受取額 124 149 

利息の支払額 △36,034 △32,223 

法人税等の支払額 △11,895 △5,973 

営業活動によるキャッシュ・フロー 62,751 63,292 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,975 △9,234 

貸付金の回収による収入 0 － 

その他 － △150 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,974 △9,384 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △41,777 △26,542 

長期借入金の返済による支出 △19,837 △18,869 

自己株式の取得による支出 － △37 

その他 △359 △368 

財務活動によるキャッシュ・フロー △61,974 △45,818 

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,742 △1,836 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,545 6,253 

現金及び現金同等物の期首残高 47,566 50,210 

現金及び現金同等物の四半期末残高 50,111 56,463 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 当社グループは、前連結会計年度におきまして、22,142千円の営業損失でありましたが、営業キャッシュ・フロ

ーは107,061千円のプラスであります。 

 当第２四半期連結累計期間におきましては6,202千円の営業利益を確保しましたが、これまで資金調達のほとん

どを金融機関各社に依存してきたことにより、当第２四半期連結会計期間末において有利子負債が2,225,391千円

となっております。 

 当社グループにおきましては、前期から引き続き、受注高が増加傾向で推移している中、生産子会社において増

産計画が未実現のまま推移した事により、同社の収益が悪化いたしました。今後におきましては、生産体制の整備

をさらに推し進め、計画に沿った売上を実現し、利益改善に向けて継続して努力してまいります。 

 しかしながら、景気の不透明感が長引いている状況下において、受注動向の先行きは、必ずしも安定的に推移す

る見通し感が得られず、今後計画通りの売上を実現していく上において厳しい局面も予想されます。 

 その結果、返済原資の確保が困難となる事実の発生、および新規資金の調達について困難な局面も予想され、今

後の資金繰りへ直接影響を及ぼすことが懸念される状況は続いております。

 これらの状況により継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

 今後は、なお一層のコスト圧縮に努めるとともに、計画通りの売上高の実現を持って収益構造の改善を図ってま

いります。

 また、財務基盤の強化を図るため、収益の確保はもちろんのこと、取引金融機関に対しなお一層の協力・支援を

要請しております。

 しかし、これらの施策による効果の発現については、関係先との明確な合意を要する事案もあり、すべてを確定

するに充分な状況には至っておらず、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

 

 四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を四

半期連結財務諸表には反映しておりません。 

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成26年５月31日付で、山陽電子工業株式会社を割当先とする現物出資（デット・エクイティ・スワッ

プ）による第三者割当増資を行いました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間において資本金及び資本剰余金がそれぞれ24,998千円増加し、当第２四半

期連結会計期間末において資本金が1,594,109千円、資本剰余金が786,119千円となっております。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日） 

当社グループは、「電源機器関連事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日） 

当社グループは、「電源機器関連事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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